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はじめに 

 

次世代に残す〇〇〇〇のための〇〇〇〇 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。） 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○。 

 

白馬村観光地経営会議 会長 丸山徹也 

 

 

〇〇〇〇〇〇〇〇による未来への〇〇 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。） 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○。 

 

白馬村観光地経営会議 座長 下村彰男 

 

  

 なぜ、受益者負担の観光財源が必要なのか、議論の経緯、観光財源の使途のあり

方などを記載→村民や観光事業者の心を動かせる言葉選びが重要！ 

→ 例えば、「次世代（子どもたち）に残したい白馬の観光地を作る」のような、伝わるフ

レーズ・メッセージを一緒に考えていただきたい。 
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１．検討の経緯について 

 

 白馬村観光地経営会議（以下、経営会議という）では、令和 5 年（2023 年）7 月より、観光

財源（白馬のみらい観光税）の使途決定組織、および使途に関する方針について、議論を

重ねてきた。この「使途決定組織、および使途に関する方針（案）」は、経営会議で各委員か

ら出された意見をとりまとめ、白馬村（村長）に答申するものである。 

 

 

■令和 5年度 白馬村観光地経営会議の開催状況 

 

≪第１回観光地経営会議≫ 

 日 時： 令和 5年７月 18日（火）10:00～11:40 

 場 所： 白馬村役場 201・202会議室 

 内 容： 観光地経営会議に役割 

 

≪第２回観光地経営会議≫ 

 日 時： 令和 5年 10月 12日（木）10:00～11:40 

 場 所： 白馬村役場 2階庁議室 

 内 容： 観光財源の使途決定組織（案） 

       観光財源の使途に関する方針（案） 

 

≪第３回観光地経営会議≫ 

 日 時： 令和 5年○月○日（○）00:00～00:00 

 場 所： 白馬村役場 ○○○○室 

 内 容： 観光財源の使途決定組織（案）○○○ 

       観光財源の使途に関する方針（案）○○○ 
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■令和 5年度 白馬村観光地経営会議での検討事項 

 

  

■使途決定組織の組成にあたっての検討事項

検討事項

範囲 ・充当する範囲（分野）の設定

配分 ・分野ごとの配分方法

その他
・積立ルール（例：観光リスクマネジメント）

・計画外の事象への対応（例：基金残額の10％以内）

事業計画
・事業計画の策定方法（目標設定）

・具体的な事業の精査方法（実効性の確保）

事業評価
・事業評価の方法（効果検証）

・第三者（有識者）等の外部評価の有無

情報公開 ・決定プロセスの公開方法（透明性の確保）

人事
・メンバーの選定方法（分野、人数、任期等）

・アドバイザー（専門家等）の招聘の仕組み

会議 ・会議（ステアリングコミッティ）の開催方法（頻度）

事務局
・事務局の業務分掌（事務局運営、データ共有、関係者

への連絡調整等）

項目

使途の

設定

使途の

決定

プロセス

組織

運営
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２．観光財源の使途に関する方針について 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 

（１） 使途の範囲 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

 

（２） 使途の配分 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

 

（３） その他 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  



- 5 - 

３．観光財源の使途決定組織の在り方について 

 

 観光財源（白馬のみらい観光税）の導入が見込まれる令和 8 年（2026 年）までに、現在の

白馬村観光地経営会議の機能強化を行い、「使途決定組織」として○○や○○を強化する

形での組織改編を予定している。本年度の経営会議では、各委員から出された意見をとり

まとめ、新たな組織の「使途決定組織の在り方」について以下のとおり整理した。 

 

※下線は、現行の「白馬村観光地経営会議設置要綱」に変更が必要となる部分 

 

（１） 目的 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

 

（２） 構成メンバー 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

 

（３） 人数 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

（４） 任期 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

（５） 新しい組織の役割 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

 

（６） 使途決定の透明性確保のために 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

 


